
























KempがJohn Wallis Grammar of the English 
Language（1972）において、16、17世紀の
言語音の扱われ方を考察した小論があるが、




















彼 ら の 分 析 の 多 く は プ リ ス キ ア ヌ ス













Seventeenth-Century Phoneticians’ Classification and 





























している（chap. 20）｡ 彼によれば、φwνη´εντα 
（phoneenta） と呼ばれる第一の範疇は「口で
の接触を伴わない、聴こえる音」、つまり母
音 に よって 構 成 さ れ る。 次 に、ημι´φwνα 
（hemiphona） と呼ばれる第二の範疇に属す
音は「接触を伴う、聴こえる音」であり、例


























る。調音の位置からみれば、通常 [p], [b] は
両唇音、[t], [d] は歯茎音、[k], [g] は軟口蓋音
に分類される。声帯の振動の有無の観点から
みれば、[p], [t], [k] は無声音、[b], [d], [g] は
有声音であることは言うまでもないことだが、
さらに、調音に必要とされるエネルギーの観















vocem non habent”）子音で、mutae（b, c, d, 
g, h, k, p, q, t）は「まったく声を有さないわ
けではないが、わずかに声を有するもの[子
音]」（“non quae omnino voce carent, sed 
quae exiguam partem vocis habent”）と考え
ている。yとwは母音と子音両方に用いられ
























（a, e, o, ee, oo, i, u, j, y）は「その他の文字[音]
の助けを借りなくても完全な音を有する」
（“hath a perfect sound, without the help of an 
other letter”）。第二の範疇half-vowel（半母音）
（c soft [s], f, h, l, m, n, r, s, v, w, z）は「それ
クス（Dionysius Thrax）の作とみなされて
いるTekhn grammatikでは、具体例とし
て、第二の範疇にζ (zd), ξ (ks), ψ (ps), λ (l), 
μ (m), ν (n), ρ (r), σ (s)が、第三の範疇に
π (p), τ (t), κ (k), β (b), δ (d), γ  (g), φ (ph), 






否かを弁別する素性である（Kemp 1972: l, 














音） と consonantes （子音） に分け、さらに 
consonantes をsemivocales（ 半 母 音 ）４ と 
mutae（黙音）に分けた。例えば、プリスキア
ヌ ス は、Institutiones grammaticae （Keil 
1855: 2, 9） にて、vocales （a, e, i, o, u）を「そ
れ 自 体 で 声 を 生 み 出 す 」（“per se voces 
perficiunt”）音と定義しているのに対して、
consonantesを「それら[母音]とともに生み出
される」（“cum his [vocalibus] proferuntur”）









の 有 無 に あ る と 考 え て い る。 例 え ば、
Christopher Cooper（d. 1698）のThe English 
Teacher（1687）によると、母音は「息が遮
断なく放出されて生み出される豊かで完全な
音」（“a full and perfect sound made by a free 
and open emission of the Breath”）（3）であり、
他方、子音は「調音器官の閉鎖あるいは近接
による息の圧縮あるいは遮断によって」（“by 
a closing or appulse of the Instruments of 
















　Grammatica Linguae Anglicanae（1st 




完 全 と な る 」（“of itself yielded a still and 
imperfect sound; the which, by the access of a 
vowel, is perfected”）。“dumb letter”とも呼ば
れている第三の範疇mute（黙音）（b, c hard 
[k], d, g, j, k, p, q, t, x, y）は、「それ自体はまっ
たく音を生み出さないが、先行する母音ある
いは後続の母音の助けを借りれば音を生み出
す 傾 向 が あ る 」（“giveth no sound at all of 
itself; but is apt, by the help of a vowel either 












の閉鎖でつくられる」（“made with a stopping 
breath”）子音（b, p, d, t, g, k, dʒ, t∫ ） （67a）、
（2）「継続して均一した息を有する」（“have 
a continual uniform breath”）子音 （ð, þ; v, f ; 
z, s） （59a）、（3）semivocals （半母音） （l, m, n, 












整理すれば、F [f], V, S, Z, Ch, Ghはそれぞれ
P, B, T, D, C, Gか ら 派 生 し た 細 い 子 音
（tenuiores）、F [ʍ], W, Th, Dh, H, Yはそれぞ
れP, B, T, D, C, Gか ら 派 生 し た 太 い 子 音
（pinguiores）となる。このように、閉鎖音は鼻













が で き な い か ら だ 」（“nullum enim per se 
sonum edunt, aut quidem edere possunt, 





D, Gについては、「それら [B, D, G] は鼻に僅
かな音をつくり出す。その音は、いかなる他
の文字の音を伴うこともなく、確かにそれ自
体 で 聞 く こ と が で き る 」（“exiguum enim 
sonum in naribus efficient, qui per se quidem 






調音位置の観点からlabiales（唇音）（P [p], B 
[b], M [m], F [f], V [v], F [ʍ], W [w]）、８ 
palatinae（口蓋音）（T [t], D [d], N [n], S [s], Z 
[z], Th [ɵ], Dh [ð]）、gutturales（喉音）（C [k], 




（黙音）（P, T, C, F [f], S, Ch, F [ʍ], Th, H）、息
が 口 腔 と 鼻 腔 に 等 し く 放 出 さ れ るsemi-










閉鎖される子音（P, B, M, T, D, N, C, G, N）
と息は閉鎖されないが絞られ放出される子音








つまりtenuiores（細い子音）（F [f], V, S, Z, Ch, 
Gh）と息が丸い穴のようなものから吐き出
さ れ るcrassiores（厚みのある子音）つ ま り

























　WilkinsがAn Essay towards a Real 
Character, and a Philosophical Language
（1668）の3部10章2節にて言語音を分類した表
（以後、 分類Aと略す） では、 言語音は息の度
合いによって、 まず breathless （息を伴わな
い音） とbreathing （息を伴う音） に二分され、
その後さらに下位の分類が設けられている。
このbreathlessに属する音が閉鎖音P [p], T [t], 











音 の 調 音 の 際 に「 喉 頭 と 気 管 の 振 動 」























の 動 機 の 可 能 性 と し て 考 え ら れ る の は、
Wallisが言語音の体系化に際して三分法に拘
泥したことである（Kemp 1972: lii; Lehnert 





基づいて、spiritous, semi-spiritous, non-spiritous 
に分類されている。分類 B のintercepted の
le erの範疇はspiritousに相当するが、分類B
のintercepted のgreaterの範疇はここでは二




（“require to the framing of them [spiritous 
consonants] a more strong emission of the 
Breath”）、「いかなる母音とも結合しないなら
ば、それ自体完全な音を保持しない」（“have 
some imperfect sound of their own, without 





成り、前者は有声閉鎖音 B, D, G、 後者は無
声閉鎖音 P, T, Cによって構成される。semi-
spiritousは「半分息を伴う」（“half-Breathed”）
音で、「ある種の有声の轟く音を伴う」（“are 



















（ 程 度 の 小 さ い 音）とgreater（程度の大きい
音）に二分される。この表では閉鎖音はすべ











（“because they have something Vowelish in 
them, are therefore by some styled Semi-




るだろう」（“do most partake of the nature of 





















観点から分類BではB, Pはlabial（唇音）、D, T, 
G, Cはlingual（舌音）に分類されている。
3.3.	William	Holderの閉鎖音の分類と記述











かれる。plenaryの範疇は口音のP [p], B [b], T 







], M [m], N [n], Ng [ŋ]によって構成され、
partialの範疇はその他の子音で構成されてい
る。子音はさらに調音位置と調音法などに
よって、labial（ 唇 音 ）、gingival（ 歯 茎 音 ）、
























are framed when the breath is intercepted by 
the closure of the Lips; the first of them being 
more soft, with some kind of murmur, the 





















Aspirated correspondents are made in the 
same seat and by the same instruments, but 











強い放出] のみによってこれ [aspirated] は
semivowelsと異なる」（“by which difference 





の音を失う」（“losing the vocal sound”）ので
ある（19）。
　Cooperの子音体系によれば、閉鎖音は、
息 の 完 全 な 遮 断 に よって 形 成 さ れ るthe 




注 目 に 値 す る。 調 音 点 を 基 準 に し たthe 




（naso-） に 基 づ い て、4つ の 範 疇 ─（ore-）
spiritual（無声の口音）、（ore-）vocal（有声の
口 音 ）、naso-spirital（ 無 声 の 鼻 音 ）、naso-
vocal（有声の鼻音）のいずれかに分類される。







　Christopher CooperはThe English Teacher








るthe first rank of consonants（第一階梯の子
音）と、息の完全な遮断によって形成される
the second rank of consonants（第二階梯の




rank of consonants は semivowels （半母音）と
apirated（気音）に、後者のthe second rank of 
consonantsはsemimutes（半黙音）とmutes（黙


























れ sonorous, mute、Holder の場合は vocal, 
spiritualという語が用いられ、有声/無声の弁


























greater（分類 B）、 Holderの plenary、Cooperのthe 
second rank of consonants に相当する。他方、後
者の範疇は、Wallisのconsonae derivativas、Wilkins 
の interceptedの le er（分類 B）、Holderのpartial、





































































































































..., if you in the same manner [as P] go to 
pronounce B, there will be a murmuring 
sound of the Voice, formed in the Larynx, 















まず、当時P [p]とB [b], T [t]とD [d]の間の相
違を見出そうとしている人が多くいると述べ
た上で、以下のように言及している。
And upon tryal they have been ready to 
fancy, (and I have met with it in the 
Writings of some) that the difference lies in 
the manner of Appulse, one being made by 
a Fuller or Ranker Appulse than the other, 
or, some such thing, which they thought 




























Tekhne grammatikeの 音 声 的 側 面 に 関 し て は
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